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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１開口部（１）を備えた槽体（２）と、
上方に前記槽体（２）を載置した防水パン（３）と、
前記槽体（２）及び防水パン（３）からの排水を排水する排水口（４）と、
前記排水口（４）からの排水を下水管へと排水する排水部材（５）と、
第１開口部（１）に接続され、槽体（２）内の排水を前記排水部材（５）に排出する排水
筒部材（６）と、
前記排水口（４）に、排水口（４）の一部を覆う第１フランジ部（７）を備えるとともに
、
前記排水口（４）の、第１フランジ部（７）に覆われていない部分を、防水パン（３）上
の排水を排出する第２開口部（８）とし、
更に排水筒部材（６）に、
その最下端が前記排水部材（５）内に配置される筒体（９ａ）、
前記排水部材（５）内に配置され、第１フランジ部（７）よりも低い高さ位置で、筒体（
９ａ）外周から外側方向に凸設した第２フランジ部（９ｂ）、
から構成される逆流防止部材（９）を接続した排水装置において、
前記逆流防止部材（９）の第２フランジ部（９ｂ）に、切欠部（９ｃ）を構成したことを
特徴とする排水装置。
【請求項２】
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前記排水口（４）を平面視した際、第１フランジ部（７）及び第２フランジ部（９ｂ）に
よって排水部材（５）の底部内面の一部が遮蔽された構成としたことを特徴とする請求項
１に記載の排水装置。
【請求項３】
前記逆流防止部材（９）を、弾性材で構成したことを特徴とする請求項１又は請求項２に
記載の排水装置。
【請求項４】
前記排水部材（５）内部に、下水からの臭気や害虫の逆流を防止する封水機能を付与した
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の排水装置。
【請求項５】
前記逆流防止部材（９）の第２フランジ部（９ｂ）を、排水部材（５）内の封水（１０ａ
）内に配置したことを特徴とする請求項４に記載の排水装置。
【請求項６】
前記槽体が浴槽（２）であって、
前記防水パンが浴槽パン（３）であって、
洗い場を形成し、第２排水口（１２）を備えた洗い場パン（１１）と、
一端が排水口（４）に接続されて、他端が排水トラップ（１０）の排出口（１０ｂ）に接
続される前記排水部材としてのエルボ部材（５）と、
内部に下水からの臭気や害虫の逆流を防止する封水機能を付与し、前記洗い場パン（１１
）の第２排水口（４）に接続されて洗い場パン（１１）からの排水と、エルボ部材（５）
からの排水を下水へと排水する排出口（１０ｂ）を備えた排水トラップ（１０）と、から
なる排水装置において、
前記逆流防止部材（９）を前記排水筒部材（６）下端に備えたことを特徴とする前記請求
項１乃至請求項５のいずれか一つに記載の排水装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、例えば浴室や洗濯機下に設けられる防水パンの排水を行う排水装置に関する発
明である。
【背景技術】
【０００２】
従来より、浴室等に用いられる防水パンの、排水を行う排水装置がよく知られている。
図７に示した従来例の排水装置は、以下に記載する浴室に設けられる。
この浴室は、後記する槽体としての浴槽、防水パンとしての浴槽パン、洗い場パン、排水
部材としてのエルボ部材、排水筒部材、排水目皿、排水トラップ、から構成される浴室で
ある。
浴槽は、底部に開口を備える槽体である。
浴槽パンは、上方に浴槽を載置し、浴槽からの排水と、浴槽パン上の排水を下流へ排水す
るための排水口を、その底部に開口して成る。
洗い場パンは、前記浴槽パンに隣接されて配置し、洗い場パン上の排水を下流へ排水する
ための第２排水口を開口して成る。
エルボ部材は、排水口を備え、その排水口を前記浴槽パンの排水口の裏面に取り付ける断
面視略Ｌ字状の部材であって、浴槽パン上の排水と、浴槽からの排水を、下流に配置され
る排水トラップへと排水する部材である。
排水筒部材は、前記浴槽の開口から浴槽パンの排水口まで水密的に接続される部材である
。
排水目皿は、前記エルボ部材の排水口に水密的に取り付けられ、浴槽からの排水をエルボ
部材へと排出する浴槽開口と、浴槽パンからの排水をエルボ部材へと排水するパン開口を
開口して構成する。また、当該排水目皿には、逆流防止装置として、排水目皿の下方から
、パン開口の部分を全て覆う為のフロート弁を構成する。該フロート弁は軸に対して上昇
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／下降する部材であって、１より軽い比重の弾性部材から成る。
排水トラップは、洗い場パンの第２排水口に取り付けられる部材であって、下水からの臭
気や害虫が室内へ逆流することを防止する封水を内部に備える。また、前記エルボ部材の
他端が接続されるので、結果的には洗い場上の排水と、浴槽からの排水と、浴槽パン上か
らの排水を、封水を介して下水へと排水する部材である。
【０００３】
前記した浴室の排水の流れは以下の通りである。
浴槽の排水は排水筒部材を介し、排水目皿の浴槽開口を通過してエルボ部材へ排出される
。
浴槽パン上の排水は排水目皿のパン開口からエルボ部材へと排出される。
また、エルボ部材内の排水は排水トラップを通過し、最終的には下水へと排出される。洗
い場パン上の排水は排水トラップへと排水され、最終的には下水へと排出される。
洗い場パン上で多量の排水があるとその排水が排水トラップから浴槽パン側へ逆流する場
合があるが、その逆流が発生した際は、エルボ部材内の排水が逆流した排水によって水位
が上昇し、排水目皿のフロート弁がそれに併せて浮上し、排水目皿のパン開口を水密的に
覆って閉塞するので、エルボ部材内の排水が浴槽パン上に溢れ出ることはない。従って、
掃除の行いにくい浴槽パン上が逆流した排水によって汚染される事がない。
また、逆流が収まると、エルボ部材内の排水の水位が下降するので、フロート弁もそれに
併せて下降する。よって、排水目皿のパン開口は開放されるので、浴槽パン上からの排水
はパン開口よりエルボ部材へ排出される。従って、掃除の行いにくい浴槽パン上が浴槽パ
ン上に存在する排水によって汚染される事がない。
【特許文献１】特開平３－２６０２３０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
前記した従来の排水装置は、以下の問題点があった。
前記排水装置の排水目皿は、エルボ部材内の排水の水位によってフロート弁が上昇／下降
するので、浴槽からの排水や浴槽パンからの排水中に含まれるゴミや水アカがフロート弁
や排水目皿の開口に付着し、これらのゴミがフロート弁の可動に影響を与えてしまい、フ
ロート弁が上昇しない（浴槽パンへの逆流が発生し、浴槽パンが非常に不衛生となる）、
または、フロート弁が下降しない（浴槽パンからの排水が排水されないので、浴槽パンが
非常に不衛生となる）といった問題点があり、いずれにしろ浴槽パンが不衛生となること
で、結果的には浴槽下の掃除を行わなくてはならなかった。
【０００５】
また、前記排水装置の排水目皿は、エルボ部材内の排水の水位によってフロート弁が上昇
／下降するので、必然的にフロート弁の可動が多くなり、フロート弁がパン開口に当接し
ないなどの故障する可能性が高くなり、その故障により、浴槽パンからエルボ部材への排
水が出来なくなることと、エルボ部材から浴槽パンへの逆流を防止する事が出来なくなり
、浴槽パンが不衛生になることがあった。
【０００６】
また、近年、マンションなどの高層住宅では、１階当たりの室内高さを低くして、階層を
従来より増やす傾向が強まってきている。
これに対して浴室では、老人や子どもが浴槽に入りづらいといったことがないように浴槽
の跨ぎ込み高さを低くしなければならない。
この浴槽の跨ぎ込み高さを低くするためには、洗い場パンに対して、浴槽を低く設置しな
ければならない。しかし実際には排水を勾配によって排出するため、浴槽の位置を低くす
ることは困難であり、相対的に洗い場パンを高くすると言う方法を採用することになる。
これは前述の、１階当たりの室内高さを低くする、という目的とは相反する結果となる。
また、通常浴室のパン下には前記したような排水装置が配置されるので、防水パン面から
床面までの間には、配管のための空間が必要となり、これも室内高さが必要な要因となる
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。
以上から、浴槽の跨ぎ込み高さを低くしながら、階毎の室内高さを低くするため、個々の
配管部材の上下方向を狭めて、浴室の防水パンから床面までの配管空間の高さ方向を低く
する方法が検討されている。
ところが、前記した従来の排水装置の排水目皿は、下方にフロート弁を備えており、前記
した作用をフロート弁に発揮させるためには、フロート弁の上昇／下降分の高さが配管空
間に必要であり、配管空間が高く成ってしまっていた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明の排水装置は、第１開口部（１）を備えた槽体（２）と、上方に前記槽体（２）を
載置した防水パン（３）と、前記槽体（２）及び防水パン（３）からの排水を排水する排
水口（４）と、前記排水口（４）からの排水を下水管へと排水する排水部材（５）と、第
１開口部（１）に接続され、槽体（２）内の排水を前記排水部材（５）に排出する排水筒
部材（６）と、前記排水口（４）に、排水口（４）の一部を覆う第１フランジ部（７）を
備えるとともに、前記排水口（４）の、第１フランジ部（７）に覆われていない部分を、
防水パン（３）上の排水を排出する第２開口部（８）とし、更に排水筒部材（６）に、そ
の最下端が前記排水部材（５）内に配置される筒体（９ａ）、前記排水部材（５）内に配
置され、第１フランジ部（７）よりも低い高さ位置で、筒体（９ａ）外周から外側方向に
凸設した第２フランジ部（９ｂ）、から構成される逆流防止部材（９）を接続した排水装
置において、前記逆流防止部材（９）の第２フランジ部（９ｂ）に、切欠部（９ｃ）を構
成したことを特徴とする排水装置である。
【０００８】
本発明の排水装置は、前記排水口（４）を平面視した際、第１フランジ部（７）及び第２
フランジ部（９ｂ）によって排水部材（５）の底部内面が遮蔽された構成としたことを特
徴とする前記段落０００７に記載の排水装置である。
【０００９】
本発明の排水装置は、前記逆流防止部材（９）を、弾性材で構成したことを特徴とする前
記段落０００７又は段落０００８に記載の排水装置である。
【００１０】
本発明の排水装置は、前記排水部材（５）内部に、下水からの臭気や害虫の逆流を防止す
る封水機能を付与したことを特徴とする前記段落０００７乃至段落０００８のいずれか一
つに記載の排水装置である。
【００１１】
本発明の排水装置は、前記逆流防止部材（９）の第２フランジ部（９ｂ）を、排水部材（
５）内の封水（１０ａ）内に配置したことを特徴とする前記段落００１０に記載の排水装
置である。
【００１３】
前記槽体が浴槽（２）であって、前記防水パンが浴槽パン（３）であって、洗い場を形成
し、第２排水口（１２）を備えた洗い場パン（１１）と、一端が排水口（４）に接続され
て、他端が排水トラップ（１０）の排出口（１０ｂ）に接続される前記排水部材としての
エルボ部材（５）と、内部に下水からの臭気や害虫の逆流を防止する封水機能を付与し、
前記洗い場パン（１１）の第２排水口（４）に接続されて洗い場パン（１１）からの排水
と、エルボ部材（５）からの排水を下水へと排水する排出口（１０ｂ）を備えた排水トラ
ップ（１０）と、からなる排水装置において、前記逆流防止部材（９）を前記排水筒部材
（６）下端に備えたことを特徴とする前記段落０００７乃至段落００１１のいずれか一つ
に記載の排水装置である。
【発明の効果】
【００１４】
本発明の排水装置は以下の効果を奏する。
１．本発明の排水装置は、洗い場側の排水トラップから逆流が発生しても、エルボ部材内
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に配置された逆流防止部材により、効果的に浴槽パンへの逆流を防止することが出来る。
２．本発明の排水装置の逆流防止装置は、従来例のフロート弁のような可動部分がないこ
とから、故障のおそれがない。
３．本発明の排水装置は、従来例のようなフロート弁を用いた逆流防止部材を用いていな
いことから、フロート弁のように、可動部分に水アカや排水中のゴミが溜まって作動不良
が発生することもない。
４．本発明の排水装置は、従来例のようなフロート弁を用いた逆流防止部材を用いていな
いことから、フロート弁のように、上昇／下降分の高さ方向が必要ないため、高さ方向を
低く構成できる。よって、浴槽下から浴槽パンの隙間を低くすることが出来る。
５．本発明の排水装置は、逆流防止部材を弾性材としたことで、浴槽などを施工した後で
も簡単に排水筒部材に逆流防止装置を接続することが出来る。
６．本発明の排水装置は、逆流防止部材の第２フランジ部に切欠部を備えたため、排水性
能と逆流防止能力とのバランスを調節できると共に、第１フランジ部と第２フランジ部間
の隙間の寸法が小さくても、円滑に切欠部から浴槽パン上の排水をエルボ部材内へ排水す
ることが出来る。
７．本発明の排水装置は、排水部材の他端を排水トラップの排出口に接続したことで、洗
い場パン上に多量の排水があっても、直接的にエルボ部材内へ排水が逆流しないことから
、浴槽パン上へ排水が逆流しない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
本発明の排水装置は、図１乃至図２に示すように、以下に記載する浴室に設けられる。
この浴室は、後記する槽体としての浴槽（２）、防水パンとしての浴槽パン（３）、洗い
場パン（１１）、排水部材としてのエルボ部材（５）、排水筒部材（６）、逆流防止部材
（９）、排水トラップ（１０）、から構成される浴室である。
浴槽（２）は、底部に第１開口部（１）を備える槽体である。
浴槽パン（３）は、上方に浴槽（２）を載置し、浴槽（２）からの排水と、浴槽パン（３
）上の排水を下流へ排水するための排水口（４）を底部に設ける。
洗い場パン（１１）は、前記浴槽パン（３）に隣接されて配置し、洗い場パン（１１）上
の排水を下流へ排水するための第２排水口（１２）を設ける。
エルボ部材（５）は、前記浴槽パン（３）の排水口（４）に裏面から接続される排水口（
４）を備えた断面視略Ｌ字状の部材であって、浴槽パン（３）上の排水と、浴槽（２）か
らの排水を、下流に配置される排水トラップ（１０）へと排水する部材である。また、エ
ルボ部材（５）の排水口（４）には、内方向に向かって鍔状に突出された、第１フランジ
部（７）を構成し、且つ排水口（４）の第１フランジ部（７）以外の開口を、浴槽パン（
３）及び浴槽（２）からの排水が流入する第２開口部（８）として構成する。
排水筒部材（６）は、前記浴槽（２）の第１開口部（１）に取り付けられ、浴槽（２）か
らの排水をエルボ部材（５）へと排出する部材である。
逆流防止部材（９）は、ゴム等の弾性材で構成され、以下に記載する筒体（９ａ）、第２
フランジ部（９ｂ）、から成る。
筒体（９ａ）は、円筒形状で前記排水筒部材（６）に接続され、内部を浴槽（２）からの
排水を前記エルボ部材（５）内へと排出する部材であって、その最下端が前記エルボ部材
（５）内に配置される。
第２フランジ部（９ｂ）は、前記エルボ部材（５）内に配置され、第１フランジ部（７）
よりも低い高さ位置で、筒体（９ａ）外周から第１フランジ部（７）よりも外側方向に凸
設される。
また、排水口（４）を平面視すると、第２開口部（８）は、排水口（４）の第１フランジ
部（７）及び逆流防止部材（９）の第２フランジ部（９ｂ）によって遮蔽されて、エルボ
部材（５）の底部内面が目視できないように構成される。
排水トラップ（１０）は、洗い場パン（１１）の第２排水口（１２）に取り付けられる部
材であって、下水からの臭気や害虫が室内へ逆流することを防止する封水（１０ａ）を内
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部に備える。また、前記エルボ部材（５）の他端が接続されるので、結果的には洗い場パ
ン（１１）上の排水と、浴槽（２）からの排水と、浴槽パン（３）上からの排水を、封水
（１０ａ）を介して下水へと排水する部材である。
【００１６】
前記した浴室の排水の流れは以下の通りである。
浴槽（２）の排水は排水筒部材（６）を介し、逆流防止部材（９）の筒体（９ａ）を通過
してエルボ部材（５）へ排出される。
浴槽パン（３）上の排水はエルボ部材（５）の第２開口部（８）から第２フランジ部（９
ｂ）を介してエルボ部材（５）へと排出される。
また、エルボ部材（５）内の排水は排水トラップ（１０）を通過し、最終的には下水へと
排出される。洗い場パン（１１）上の排水は排水トラップ（１０）へと排水され、最終的
には下水へと排出される。
【００１７】
洗い場パン（１１）上で多量の排水があって、浴槽パン（３）側へ逆流が発生した際は、
図２に記載の矢印のように、エルボ部材（５）内の排水が逆流した排水によって水位が上
昇するが、排水口（４）に構成した第１フランジ部（７）と、逆流防止部材（９）に構成
した第２フランジ部（９ｂ）によって、第２開口部（８）が平面視遮蔽されて構成されて
いるため、逆流防止部材（９）の第２フランジ部（９ｂ）に逆流排水が堰き止められるこ
とと、第１フランジ部（７）に堰き止められることで、逆流排水の勢いが弱められ、逆流
排水が第２開口部（８）から浴槽パン（３）上へ溢れ出ることはほとんどない。従って、
掃除の行いにくい浴槽パン（３）上が、逆流した排水によって汚染される事がない。
【００１８】
以上のことから、上記実施例の排水装置は、洗い場パン（１１）側の排水トラップ（１０
）から逆流が発生しても、エルボ部材（５）内に配置された逆流防止部材（９）により、
効果的に浴槽パン（３）への逆流を防止することが出来る。
また、前記実施例の排水装置の逆流防止部材（９）は、従来例のフロート弁のような可動
部分がないことから、フロート弁の止水不良などの故障のおそれがない。
また、前記実施例の排水装置は、従来例のようなフロート弁を用いた逆流防止部材を用い
ていないことから、フロート弁のように、可動部分に水アカや排水中のゴミが溜まって作
動不良が発生することもない。
また、前記実施例の排水装置は、従来例のようなフロート弁を用いた逆流防止部材を用い
ていないことから、フロート弁のように、上昇／下降分の高さ方向が必要なく、逆流防止
部材（９）の筒体（９ａ）がエルボ部材（５）内へ配置される分、高さ方向が低く構成で
きる。よって、浴槽（２）下から浴槽パン（３）の隙間を低くすることが出来る。
また、逆流防止部材（９）を弾性材としたことで、浴槽（２）などを施工した後でも簡単
に排水筒部材（６）に逆流防止装置（９）を接続することが出来る。

【００１９】
また、他の実施例として、図３乃至図６に示した排水装置がある。
本実施例の排水装置は、前記段落００１５に記載した構成と同じ槽体としての浴槽（２）
、防水パンとしての浴槽パン（３）、洗い場パン（１１）、排水筒部材（６）、から構成
される浴室である。
本実施例での排水装置は、以下に記載する、排水部材としてのエルボ部材（５）、排水ト
ラップ（１０）、逆流防止部材（９）から構成される。
エルボ部材（５）は、前記浴槽パン（３）の排水口（４）に裏面から接続される排水口（
４）を備え、且つ断面視略Ｌ字状の部材であって、浴槽パン（３）上の排水と、浴槽（２
）からの排水を、図４に示したように下流に配置される排水トラップ（１０）の排出口（
１０ｂ）へと排水する部材である。また、エルボ部材（５）の排水口（４）には、内方向
に向かって鍔状に突出された、第１フランジ部（７）を構成し、且つ排水口（４）の第１
フランジ部（７）以外の開口を、浴槽パン（３）及び浴槽（２）からの排水が流入する第
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２開口部（８）として構成している。
逆流防止部材（９）は、図６に示したようにゴム等の弾性材で構成され、以下に記載する
筒体（９ａ）、第２フランジ部（９ｂ）、切欠部（９ｃ）、から成る。
筒体（９ａ）は、円筒形状にして前記排水筒部材（６）に接続され、その内部を通して浴
槽（２）からの前記エルボ部材（５）内へ排水を排出する部材であって、その最下端が前
記エルボ部材（５）内に配置される。
第２フランジ部（９ｂ）は、前記エルボ部材（５）内に配置され、第１フランジ部（７）
よりも低い高さ位置で、筒体（９ａ）外周から第１フランジ部（７）よりも外側方向に凸
設される。
切欠部（９ｃ）は、本実施例においては開口した切欠であって、第２フランジ部（９ｂ）
に備えられ、、平面視第１フランジ部（７）で遮蔽される部分に構成し、浴槽パン（３）
上の排水を該切欠部（９ｃ）を介してエルボ部材（５）内へ直接排水するために備えられ
る。
また、排水口（４）を平面視すると、第２開口部（８）は、排水口（４）の第１フランジ
部（７）及び逆流防止部材（９）の第２フランジ部（９ｂ）によって、エルボ部材（５）
の底部が遮蔽されて目視できないように構成される。
排水トラップ（１０）は、洗い場パン（１１）上からの排水を、封水（１０ａ）を介して
下水へと排水する部材であって、洗い場パン（１１）の第２排水口（１２）に取り付けら
れ、下水からの臭気や害虫が室内へ逆流することを防止する封水（１０ａ）を内部に備え
、排水を下水へと排水するための排出口（１０ｂ）を備える。
前記エルボ部材（５）の他端は排水トラップ（１０）の下方から排出口（１０ｂ）に接続
され、その内部に封水（１０ａ）を備えつつ、排水トラップ（１０）の排出口（１０ｂ）
に排出される。
【００２０】
前記実施例の排水装置は、前記段落００１６乃至段落００１８に記載したような作用及び
効果を奏すると共に、以下の作用及び効果を奏する。
逆流防止部材（９）の第２フランジ部（９ｂ）に切欠部（９ｃ）を備えたため、第１フラ
ンジ部（７）と第２フランジ部（９ｂ）間の高さ方向の寸法の差が小さく、（つまり隙間
が殆どない状態）であっても、円滑に切欠部（９ｃ）から浴槽パン（３）上の排水をエル
ボ部材（５）内へ排水することが出来る。
また、前記実施例のように、エルボ部材（５）の他端を排水トラップ（１０）の排出口（
１０ｂ）に接続したことで、洗い場パン（１１）上に多量の排水があっても、直接的にエ
ルボ部材（５）内へ排水が逆流しないことから、浴槽パン（３）上へ排水が逆流しない。
【００２１】
　本発明の実施例は上記のようであるが、本発明は上記実施例に限定されることなく、必
要に応じて要旨を変更しない範囲で自在に変更することができる。
例えば、前記実施例では第１フランジ部（７）はエルボ部材（５）の排水口（４）に構成
されるが、浴槽パン（３）の排水口（４）に構成されても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の排水装置の実施例を示す断面図である。
【図２】本発明の排水装置の実施例を示す要部断面図である。
【図３】本発明の排水装置の、その他の実施例を示す断面図である。
【図４】本発明の排水装置の、その他の実施例を示す要部断面図である。
【図５】本発明の排水装置の、その他の実施例を示す平面図である。
【図６】本発明の排水装置の、その他の実施例の逆流防止部材の斜視図である。
【図７】従来例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００２３】
１　　　第１開口部
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２　　　槽体
３　　　防水パン（浴槽パン）
４　　　排水口
５　　　排水部材（エルボ部材）
６　　　排水筒部材
７　　　第１フランジ部
８　　　第２開口部
９　　　逆流防止部材
９ａ　　筒体
９ｂ　　第２フランジ部
９ｃ　　切欠部
１０　　排水トラップ
１０ａ　封水
１０ｂ　排出口
１１　　洗い場パン
１２　　第２排水口

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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